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http://www.morichu.jp/実に14ヶ月ぶりになってしまいました｡お久しぶ

りです｡編集後記です｡本紙も今月から4年目を
4年目を迎える｢森忠新聞｣編集後記

迎えることとなりました｡毎回流浪の内容でお送りしていますが､毎月末の締め切り間際の生みの苦し

みから､苦し紛れといいますか断末魔の叫びとでもいいますか毎月ｷﾞﾘｷﾞﾘのﾄｺﾛから捻り出した内容で

の編集を強いられます｡今月も編集長特権で｢酒とつまみ｣特集に強行決定｡毎度御好評を頂いている

ｸﾞﾙﾒﾈﾀ｡｢食｣は万人共通に受け入れやすい内容のようで書く側もすんなり記事が出来上がるんです

が､ﾈﾀの内容に限らず執筆者陣の脳細胞を蝕む悩みがあります｡出来上がったﾈﾀを限られた文字数

に編集する作業｡何気なく書いた内容も気が付けばかなりの文字数に上ります｡これを残されたわず

かな時間で風味とﾃｲｽﾄを損なうことなくﾎﾞﾘｭｰﾑﾀﾞｳﾝする作業は､さながら投了寸前の棋士が脂汗を垂

らしながら起死回生の一手を必死に模索する､最後の悪あがきにも似た作業と言っても過言ではない

はずです｡かくして出来上がるﾈﾀの出来映えは執筆者の文章力に依存するﾜｹで､同じ紙面でﾈﾀの出

来･不出来が表れてしまうのです｡読者の皆様には申し訳無く思う事がしばしばですが､それでも楽し

みにして頂いているとの声や内容に対するご要望を頂き3年間1度も休刊すること無く続けることが出

来ました｡ありがたい事に毎月のようにご指摘･ご批判をお寄せいただいておりますが､今後も紙面の

発展の糧にさせて頂きたく思います｡……(T)

ｳｲｽｷｰを飲めるようになったらｵｯｻﾝです

うとする力の拮抗により成長いたします｡人間も例外では有りません。個性は歳をとっても変りませんが

思考･趣向･好みは年齢と共に変っていくのです｡人間の感覚器の中においては保守の力が一番強く働

くのは味覚かも知れません｡他国の食文化に自分たちのﾓﾉｻｼでｹﾁを付けたがる輩が多いのもその一

例かもしれません｡前置きが長くなりましたが､お酒を飲めるようになった頃は

ﾎﾒｵｽﾀｼｽとﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｼｽ…生命は例外

なく保守しようとする力と変革しよ

ｳｲｽｷｰはｵｯｻﾝの飲み物だ｡などと思っていたものですが､ﾋｮﾝな事から知人の

居酒屋店主に｢飲んでみ｡｣と奨められたﾆｯｶの｢宮城峡｣を口にしてからすっか

り虜になってしまいました｡最近はｺｲﾂで晩酌するのが日課になってしまってま

す｡ふと夜中にｸﾞﾗｽを傾けながら茶だんすのｶﾞﾗｽ越しに映る自分に気付き､自

分のﾊﾟｰﾌｪｸﾄなｵｯｻﾝぶりに酔いしれたりしなかったり…愕然としたりしなかっ

たり…良い意味でも悪い意味でもｵｯｻﾝになったことを教えてくれるのがこの

｢宮城峡｣だったりします｡飲み方はﾊｲﾎﾞｰﾙか水割りで｡このｳｲｽｷｰの本来の

味を楽しむのであればﾛｯｸで飲むに限ると思いますが､さすがにアルコール

43％は結構ｷﾂｲ。ﾊｲﾎﾞｰﾙという飲み方も本来はｻﾝﾄﾘｰの角のようにｶﾄﾞの

ある味の方が向きます｡宮城峡でﾊｲﾎﾞｰﾙはなかなか贅沢ではありますが邪道

な飲み方かもしれません｡私はｼﾝﾌﾟﾙに水割りをお勧めいたします｡つまみは旬

の｢ぶり大根｣で｡脂の乗り切った寒ﾌﾞﾘで作ればこれに勝るつまみは無いでしょ

う｡この時期食卓にのぼる確率は調理の手軽さも手伝って高確率｡今宵もｸﾞﾗｽ

片手に味のしみた大根をつまむｵｯｻﾝの(T)です｡

ても）自分へのご褒美と称し､妻の静止を振り切っては､毎晩晩酌をし

ている訳なのですが…。運動もめっきりしなくなってしまった今では､

体脂肪率10%だった若かりし頃の面影虚しく､お陰様でお腹周りに頑

固にへばりついた立派なお肉（内蔵脂肪）をつまみながら､「いよいよ

俺もﾒﾀﾎﾞﾘｯｸか」とﾌﾟﾘﾝ体摂取の脅迫に葛藤しつつも､「明日は休肝日

にしますから!」と､ついついおかわりをしてしまう弱い意志の次第であ

ります。そんな「D」が勝手に決めたﾋﾞｰﾙﾗﾝｷﾝｸﾞですが、1位はなん

お酒に飲まれるとは……

今月号のﾃｰﾏはお酒｡はてさて､森

忠一のｺｰﾗ好きを自負する私Wには

本紙で度々告知してますが､小生Dはやっぱり無類

のﾋﾞｰﾙ党でして､一日の仕事をやり終えた（終えなく

てたって「ｱｻﾋ ｽｰﾊﾟｰﾄﾞﾗｲ」です｡洗練されたｸﾘｱな辛口｡これ美味いです｡毎日飲みたいんですが､経済

低迷のこのご時世に､家計負担減のため「D」は新ｼﾞｬﾝﾙの道へ行くことを余儀なくされ､色々試した結

果「ｸﾘｱｱｻﾋ」にたどり着きました｡女の好みとﾋﾞｰﾙのﾃｲｽﾄは人それぞれ､そして人生色々｡ｳﾝﾁｸを語る

つもりもございません｡それより､楽しく美味しいお酒をいただきましょう｡あまりにも楽しすぎる時には､ﾂ

ｲﾂｲ飲みすぎてしまいがち｡学生時代はいざ知らず､この年齢になってからの失敗経験も多分にござい

ます･･･｡今年のお正月もやってしまいました｡何がおめでたいのか良く分からないまま､「おめでたい」と

お酒に拍車がかかってしまい､ﾋﾞｰﾙにﾜｲﾝ､焼酎と快調に杯が進み、気づけば普段なんて全く飲まない

↑ﾋﾞｰﾙ党の理想 ↑妻帯者の現実

泡盛?の瓶が空いてしまっている次第｡（何故泡盛が出てきたのか､

全くの謎のままですが）気が付けば､ｸﾞﾃﾞﾝｸﾞﾃﾞﾝになって酔い潰れて

しまいました｡翌日はｽｯｷﾘ目覚めたものの､年末から続いた連日連

夜の忘年会の後遺症はあまりにも爪跡が深く､胃の粘膜は断末魔

の悲鳴をあげていたのでししょう｡さすがに沖縄の人はお酒が強い

と感心しつつも､Dの胃と肝臓は泡盛に完全ﾉｯｸﾀﾞｳﾝ｡それからの2

～3日間というもの､ﾉﾛｳｨﾙｽかと思わせるような辛い症状は､折角の

お正月休みをﾍﾞｯﾄﾞで過ごす羽目となり､体を持て余して餅ばかり食

べる子供を尻目に､自業自得と自責の念に反省を繰り返すばかりで

した｡今まで何度も痛い目に会い､その都度反省をしてきましたが､

今回ばかりは身に染みたお酒となりました｡皆様もお酒は楽しく､そ

して「百薬の長」とは言えども､くれぐれも程々に｡

｢ｱﾙｺｰﾙよりもｺｰﾗですよ｣～(W)ﾍﾀﾚ宣言～

ﾜｲﾝはやっぱり赤に限る｡白は飲みやすいと人は言

うが私には甘ったるすぎて飲めたものじゃない｡しか

し赤にはﾋﾟﾝﾄがﾄﾞﾝぴしゃり!あの渋みと香りと深み

のある味わいは私の心と身体に大きな安らぎと至

福の一時を与えてくれる｡こんな大げさなｺﾒﾝﾄをして

いますが､実はﾜｲﾝの知識には乏しく産地、品種

似ても似つかないﾃｰﾏ｡5歳のｸﾘｽﾏｽ､ｱﾙｺｰﾙ度数0.05％のｼｬﾝﾒﾘｰで酔っ払い陽

気に踊った過去を持つ私｡父･母ともにお酒の大好きな家庭にあって､中学生の

時から夕食時にはｱｶﾀﾞﾏ(調べてみるとぶどうｼﾞｭｰｽのようなｽｨｰﾄﾜｲﾝらしい)を飲

んで育ったはずが､今では飲みに行っても見事なﾍﾀﾚっぷりを披露する始末｡い

い年齢になり､ｽﾅｯｸとやらに連れて行かれてもｳｲｽｷｰと焼酎しかなければｼﾞ･ｴﾝ

ﾄﾞ｡お姉さんにどこかでｺｰﾗを買ってきて頂き､ｳｲｽｷｰを1:9どころの騒ぎじゃない

比率で薄め､無理やり口に運ぶもやはりお酒はお酒｡匂いと味が気になり､場の

盛り上がりなど構っていられなくなるほどﾌﾞﾙｰになる｡家では風呂あがりにﾊﾞｽﾛｰ

ﾌﾞを羽織るも､裕次郎のようにﾌﾞﾗﾝﾃﾞｰが似合うわけでもなく､ｺｰﾗを片手に満足す

る｡こんな自分が飲めるお酒はﾋﾞｰﾙとｼｬﾝﾊﾟﾝ､ｶｸﾃﾙのみ｡ｺｰﾗのように炭酸が

入っていればなおﾍﾞﾀｰ｡とにかく甘くてｼｭﾜｼｭﾜしていれば美味しく頂けるまるで

子供のような自分ではあるが､それでほろ酔い､いい気分になれれば素晴らしい

じゃありませんか｡こんなことを延々と書き連ねて字数を稼ぎ､今回の記事をｳﾔﾑ

ﾔにしてしまおうという魂胆がＴ編集長にばれないように発刊ｷﾞﾘｷﾞﾘまで提出を

粘っている自分はやはりﾍﾀﾚ｡遅ればせながら今年の目標は､帰りにちょいと寄っ

て｢いつもの｣と言えば無言でｽｯとﾂﾏﾐを出してくれる､そんなお店を探すこと｡お

客様と飲みに行っても恥ずかしくないよう､ﾍﾀﾚからの脱出を図ろうと思います｡

↑(W)の真の姿｡

｢寝るときは全裸

ですよ｡｣…(W)談

ﾜｲﾝは赤です｡

ﾜｲﾅﾘｰ等はそれほど知りません｡こんな「しったか」ﾜｲﾝ愛好家は世界で最も

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰな品種ｶﾍﾞﾙﾈ･ｿｰﾆﾆﾖﾝを好んで飲みます。

果実の香りが強く濃厚な味わいが特徴です｡また､ｲﾀﾘｱのｻﾝｼﾞｮｳﾞｪｰｾﾞという品種も飲みやすい｡ﾌﾙｰ

ﾃｨｰな味わいの中にもしっかりとしたｺｸがある｡とりわけｶﾘﾌｫﾂﾆｱサンやﾁﾘ産のワインは果実味が

豊かで私は好きです｡赤ﾜｲﾝをより一層美味しくしてくれるちょっとした

「肴」にはﾁｰｽﾞ類が最適｡最近では､多種の串揚げとともにﾜｲﾝを楽し

む店もあり以外に合っていて美味しいので新しい組み合わせとして

お奨めです｡…(H)


